
＜対応のポイント＞

1. １・２号機のみにおいて発災した場合、全面緊急事態に至った段階で、UPZの
住民は屋内退避を実施する。

2. ３号機においても発災している場合には、３号機に係るPAZとしての防護措置
を行う。

3. 放射性物質の放出後は、緊急時モニタリングの結果を踏まえて、原子力災害
対策指針で定める基準（OIL）に基づき、空間放射線量率が基準値を超える
区域を特定し、当該区域の住民が一時移転等を行うこととなるため、一時移
転等できる体制を整備。

7．冷却告示の対象である
1･2号機に係る対応
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1･2号機に係る原子力災害対策重点区域の概要

 美浜発電所１･２号機は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律に基づく廃止措
置計画の認可を受け、かつ、照射済燃料集合体が十分な期間冷却された発電用原子炉施設として
原子力規制委員会が告示において定めている。

 この告示により、美浜発電所１･２号機に係る原子力災害対策重点区域の範囲は、ＰＡＺなし、ＵＰＺ
概ね５ｋｍ圏内となり、具体的には、３号機に係るＰＡＺと同一の範囲としている。

 １･２号機のみにおいて発災した場合、全面緊急事態に至った段階で、ＵＰＺ（概ね５ｋｍ圏内）の住民
は屋内退避を実施。

 放射性物質の放出後、原子力災害対策本部が、緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの結果に基づき、毎時20μＳｖを
超過した時から概ね１日が経過した時の空間放射線量率が毎時20μＳｖを超過している区域を特定。
当該区域の住民は原子力災害対策本部の指示により１週間程度内に一時移転等を実施。

 なお、３号機においても発災している場合には、３号機に係るＰＡＺとしての防護措置をとることとなる。

１･２号機に係る原子力災害対策重点区域

＜概ね5km圏内＞
ＵＰＺ（緊急防護措置

を準備する区域）
Urgent Protective Action 
Planning Zone

⇒ 事故が拡大する可能性を
踏まえ、屋内退避や一時
移転等を準備する区域

１市1町（美浜町、敦賀市）
住民数：848人

人口：令和２年４月１日時点

ＵＰＺ

5ｋｍ

ＵＰＺ内地域 想定対象人数
避難行動
要支援者

美
浜
町

丹生地区 ２７２人 ２０人

竹波地区 １００人 ８人

菅浜地区 ４１５人 ４４人

小 計 ７８７人 ７２人

敦
賀
市

白木1丁目 ６１人 ０人

白木2丁目 ０人 ０人

小 計 ６１人 ０人

合 計 ８４８人 ７２人
（凡例）

： モニタリングポスト
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1･2号機に係るUPZ内住民の一時移転等の概要①

 一時移転等実施区域の避難先及び避難手段については、３号機に係るＰＡＺとして避難を行う場合と
同様（避難先はＰ44、避難手段はＰ46、Ｐ47参照）。

 一時移転等の際の避難退域時検査場所については、３号機に係るＵＰＺの一時移転等に備え用意し
ている避難退域時検査場所を活用する。なお、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値の上昇等により、当該検査場所が使用
できなくなることも想定し、複数の候補地をあらかじめ準備。

 安定ヨウ素剤の服用指示があった場合、住民は事前配布された安定ヨウ素剤を服用する。
 事前配布を受けていない住民等については、備蓄場所より各市町が指定する集合場所や避難経路

上の緊急配布場所、避難退域時検査場所に市町職員が搬送のうえ、対象住民等に緊急配布を実施。

避難退域時検査場所及び避難先自治体（基本経路） 安定ヨウ素剤緊急配布場所等

大野市

美浜町

UPZ

おおい町

162 27

27

158

福井北IC

福井IC

若狭美浜IC

若狭三方IC

小浜西IC
大飯高浜IC

【一時集合場所】

美浜町山東公

民館菅浜分館

【一時集合場所】

農業構造改善
センター

【一時集合場所】

白木公民館

福井市

敦賀IC

敦賀市

8

（凡例）
： 安定ヨウ素剤備蓄場所
： 避難経路上の安定ヨウ素剤緊急配布場所

UPZ

5km

【一時集合場所】

美浜町丹生介護
予防センター 【一時集合場所】

美浜町竹波原子力
防災支援センター

（凡例）
： 避難退域検査場所候補地
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1･2号機に係るUPZ内住民の一時移転等の概要②

 UPZ（概ね５ｋｍ圏内）において、学校・保育所・医療機関・社会福祉施設は所在していない。
 在宅の避難行動要支援者のうち支援者の同行により避難可能な者は、一時移転等の指示が出た場合、

支援者と共に一時移転等を実施。避難の実施により健康リスクが高まる者は、放射線防護対策施設で
屋内退避を実施。

 観光客等一時滞在者に対しては、警戒事態の段階で帰宅等を呼びかけ、全面緊急事態までに帰宅等
が困難な一時滞在者は、宿泊施設等で屋内退避を実施。一時移転等の指示が出た場合、福井県等が
確保した車両で一時移転等を実施（詳細はP60参照）。

 複合災害時において、一時移転などが必要な場合であっても、自然災害による差し迫った危険がある
場合には、生命の安全確保の観点から、自然災害に対する避難行動等を優先（詳細はP89、P90参照）。

＜在宅の避難行動要支援者＞

市 町 地 区
避難行動
要支援者

支援者
支援者の同行により

避難可能な者
避難の実施により

健康リスクが高まる者

美
浜
町

丹生 ２０人 ２０人 １５人 ５人

竹波 ８人 ８人 ６人 ２人

菅浜 ４４人 ４４人 ３３人 １１人

敦
賀
市

白木1丁目 ０人 ０人 ０人 ０人

白木2丁目 ０人 ０人 ０人 ０人

合 計 ７２人 ７２人 ５４人 １８人
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